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現
在
、
隣
の
鳥
取
県
で
は
、
来
年
の
大

山
寺
開
山
一
三
〇
〇
年
を
控
え
、
色
々
な

行
事
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
で

は
四
国
八
十
八
ヶ
所
開
創
一
二
〇
〇
年

（
H
26
）
や
、
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
（
H

25
）
な
ど
、
古
く
か
ら
人
々
の
信
仰
を
集

め
た
寺
社
が
話
題
と
な
っ
た
り
、
各
地
へ

の
参
拝
が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
寺
社
の
参
拝
ブ
ー
ム
は
江
戸

時
代
に
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が

「
日
本
廻
国
六
十
六
部
」
で
す
。
こ
れ
は

美
作
国
や
備
前
国
な
ど
、
当
時
六
十
六
の

国
に
分
け
ら
れ
て
い
た
各
国
の
寺
社
を
参

拝
し
て
お
経
を
奉
納
す
る
と
い
う
壮
大
な

巡
礼
で
す
。
鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら

始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
る
こ
の
廻
国
巡
礼

は
、
江
戸
時
代
の
中
頃
に
一
大
ブ
ー
ム
と

な
り
ま
し
た
。
幕
藩
体
制
下
で
庶
民
が
自

由
に
他
国
へ
は
行
け
な
か
っ
た
時
代
に

は
、
伊
勢
神
宮
や
大
山
参
り
な
ど
の
参
拝

に
か
こ
つ
け
て
一
生
に
一
度
の
大
旅
行
を

す
る
人
々
は
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

日
本
廻
国
六
十
六
部
は
日
本
を
一
周
す
る

わ
け
で
す
か
ら
、
大
変
な
巡
礼
で
あ
っ
た

こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

日
本
廻
国
六
十
六
部
の
特
徴
は
、
四
国

八
十
八
ヶ
所
巡
礼
の
よ
う
に
決
ま
っ
た
ル
ー

ト
や
寺
社
は
な
く
、
各
国
内
の
寺
社
の
い

ず
れ
か
を
参
拝
す
れ
ば
良
い
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
江
戸
時
代
に
は
各
国
の
一
宮
や
国

分
寺
を
参
拝
す
る
と
い
う
暗
黙
の
ル
ー
ル

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
厳
守
さ
れ
た
決

ま
り
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
無
事
に
こ
れ
を
達
成
し
て
帰
郷

す
る
と
、
満
願
成
就
の
記
念
碑
と
し
て
、

ま
た
、
自
ら
得
た
功
徳
を
他
の
人
々
に
施

す
と
い
う
意
味
も
込
め
て
廻
国
供
養
碑
を

建
立
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
日
本
廻

国
六
十
六
部
の
研
究
者
で
あ
る
小
嶋
博
巳

教
授
の
調
査
で
は
、
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る

廻
国
供
養
碑
は
、
全
国
で
約
八
、〇
〇
〇

基
に
及
び
、
岡
山
県
内
に
は
約
四
五

〇
基
存
在
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
鏡
野

町
内
で
は
、上
齋
原
四
基
、奥
津
一基
、

富
一
基
、
鏡
野
十
基
の
計
十
六
基
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

廻
国
供
養
碑
に
は
決
ま
っ
た
形
は

な
く
、
町
内
で
も
自
然
石
に
文
字
を

刻
ん
だ
も
の
や
、
墓
石
の
よ
う
な
も

の
、
地
蔵
菩
薩
像
の
台
座
に
文
字
を

刻
ん
だ
も
の
、
大
日
如
来
を
刻
ん
だ

も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
文
字
は

基
本
的
に
中
心
に
「
奉
納
大
乗
妙
典

六
十
六
部
日
本
廻
国
」、
脇
に
年
月

日
や
願
主
・
世
話
人
等
の
名
前
が
刻

ま
れ
ま
す
。
設
置
場
所
も
、
街
道
沿

い
の
目
立
つ
場
所
や
お
堂
の
そ
ば
、

墓
地
な
ど
様
々
で
す
。

　

町
内
で
最
も
古
い
廻
国
供
養
碑
は
、
上

齋
原
に
あ
る
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
年

に
柳
井
氏
が
建
立
し
た
も
の
（
町
指
定
文

化
財
）
で
、
自
然
石
に
文
字
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
県
内
で
も
古
い
方
で
、

全
国
的
に
も
こ
の
頃
か
ら
供
養
碑
の
建
立

が
激
増
し
ま
す
の
で
、
庶
民
の
日
本
廻
国

六
十
六
部
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
も
こ
の
頃

か
ら
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
明
治
四
年
（
一

八
七
一
）
の
太
政
官
布
告
に
よ
り
、
政
府

に
よ
っ
て
日
本
廻
国
六
十
六
部
の
組
織
的

活
動
が
禁
止
さ
れ
た
り
、
神
仏
分
離
令
等

で
こ
れ
ま
で
の
宗
教
観
が
変
化
し
た
こ
と

に
よ
り
、
次
第
に
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
す

が
、
信
仰
心
の
篤
い
人
々
の
中
に
は
日
本

廻
国
を
行
う
者
も
お
り
、
町
内
で
も
明
治

十
九
年
（
一
八
八
六
）
年
の
供
養
碑
を
最

後
に
、
明
治
時
代
の
供
養
塔
は
三
基
存
在

し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
庶
民
の
活
動
は
、
文
献
等
の

記
録
に
は
な
か
な
か
残
る
こ
と
は
な
い
の
で
、

地
域
で
も
忘
れ
去
ら
れ
て
い
き
ま
す
が
、

路
傍
に
残
る
石
造
物
に
目
を
と
め
て
み
る

と
、
当
時
の
信
仰
や
生
活
、
地
域
の
活
動

な
ど
、
様
々
な
歴
史
が
見
え
て
き
ま
す
。
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真加部の廻国供養碑
（天保３年〈1832〉）

東竹田の廻国供養碑
（明治19年〈1886〉）
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